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第 3 章では íV来/V去」と íVてくる /Vていく」における空間的移動を表す意味用法を考察し、特に「来/去」
または「てくる/ていく」が意味する移動によって移動させられる対象は何であるかという観点から、両言語の類似
点と相違点を比較対照し、 íV来/V去」と「てくる/ていく」における対応関係を明らかにした。
く空間的移動〉を表す íV来/V去」と íVてくる /Vていく」の対応関係は自動詞の後ろにつくか、他動詞の後
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ろにつくかによって異なる。




いう継起用法の二つがある。それに対し、「自動詞+来/去」構文は例 2 )のように非継起用法しか存在していな ~'o






3 )のように他動詞「借(借りる )J が「椅子(椅子)J などのような具体的な空間移動を実現できるものと共起する
場合、「来/去」は共起できるが、他動調「借(借りる )J が「廟所(お手洗)J などのように一般的にある場所に固
定され、移動不可能なものとされているものを客体にとる場合、「来/去」は共起できな L 、。

























アルな意味(本論ではく変化の発動〉と呼んでいる)を表している o r蓋(蓋をする)、連結(繋がる )J などの変化
の側面が捉えやすい (A.l)非漸次的な変化動詞が「起来」と共起すると、 r(A.l) 非漸次的な変化動詞+起来」の
表すアスぺクチュアルな意味は新たな結果状態に変化した最初の段階、つまりく結果相〉を表すことになる。それに

























して、叙述は分かりやすく、結論もおおむね納得できるものとなっている。とくに、 rv来/v去」と rvてくる /v
ていく」におけるアスペクチュアルな意味用法を論じた第 5 章は、分析が精密である o つまり、本論文は両言語の当
該の現象の対照研究としての価値は高く、今後の研究の萌芽を豊富に含むものとなっている。
もちろん、さらに改善の余地が無いわけではな L、。各章ごとにはまとまっており、分析も詳細で、それぞれの問題
についての著者なりの結論は出ているが、それらの結論の上にたって一層の体系化、総合化がなされていたら、さら
に論文の価値は高まったと思われる o また本論文で扱われた諸問題を通して、アスペクト面から見た日中両言語の性
格付けという点についても、さらに踏み込んだ考察が望まれるO しかし、このような問題点も残るが、直示的移動動
詞の日中対照研究としての本論文の分析、説明が優れたものである点には変わりはない。
以上により、本論文は博士(言語文化学)の学位論文として十分に価値有るものと判断する。
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